
ている。学級によっては参加者が少なく、人集めに苦慮してい 的に、講演会における参加者の託児希望をとってみたところ、多くの希

る。 望者がありました。今後は、託児の予算を経常化して、参加者からの希

望に対応する必要があると判断されます。

08 35 35 0

11 6 6 0

13 1,780 1,780 0

差引一般財源 0 1,821 0 1,821

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２８年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 10.家庭の教育力推進事業

5. 社会教育費

1. 社会教育総務費 社会教育課

（佐倉市）　　

第３章
心豊かな人づくり、まちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 1,603 基本施策４
青少年育成の充実 平成29年度 -

平成30年度 -

施策１
家庭教育を支援します 平成31年度 -

平成32年度 -

0

1,821 1,821

・市立幼稚園、小学校、中学校で家庭教育学級を開設し ・「家庭教育学級」や「家庭教育講演会」等、家庭教育 ・学級生が家庭教育の重要性を認識することで、児童の

ます。 や子育てに関わる学習の機会を提供することで家庭の教育力向上のため 健全育成につながります。

・家庭教育学級運営研修会を実施します。 の支援を行い、子どもの成長過程において原点である｢家庭教育」の充 ・活動を通じて保護者相互のつながりが深まります。

・家庭教育講演会を実施します。 実を図ります。 ・各学級で実施する事業に子育て支援団体等の協力を求めることで、保

護者と各団体の関係づくりが進み、子育て支援に携わる市民が増えるこ

とが期待されます。

・子どもたちを取り巻く環境の多様化、ライフス ・家庭教育講演会のテーマにおいては当市の実態 ・幼稚園と小学校の統合により、前年度と比べ、

タイルの変化により、家庭教育で取り扱うべき課題も多岐に及ぶように を鑑み、決定し、講師選定を行った。　 幼稚園が１減となりました。一方、今年度は、この減分の予算で、試験

なってき


